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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月5日(2010.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　a) 対象から得られた試料中のArntl2遺伝子の発現レベルを決定し；
b) (a)において決定されたArntl2遺伝子の発現レベルを、前記対象が属する個体群から得
られた対応する型の試料中のArntl2遺伝子の平均発現レベルと比較する
ことを含み、前記対象でのArntl2遺伝子の発現レベルがArntl2遺伝子の平均発現レベルよ
りも低いことが、進行性インスリン依存性糖尿病における感受性の増加に相関する、対象
の進行性インスリン依存性糖尿病に対する感受性を決定する方法。
【請求項２】
　前記対象がヒトである請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記Arntl2遺伝子が、配列番号3の配列と少なくとも90%相同である請求項1又は2に記載
の方法。
【請求項４】
　前記Arntl2遺伝子が、配列番号3の配列と少なくとも95%相同である請求項1～3のいずれ
か1項に記載の方法。
【請求項５】
　前記試料が、脾細胞を含む請求項1～4のいずれか1項に記載の方法。
【請求項６】
　前記脾細胞が、CD4(+) T細胞、CD8(+) T細胞、B細胞及びマクロファージからなる群よ
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り選択される少なくとも1つの型である請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　a) 糖尿病感受性NODマウスから対照試料を得て；
b) 前記対照試料中のArntl2遺伝子の発現レベルを決定し；
c) 前記糖尿病感受性NODマウスに少なくとも1つの候補化合物を投与し；
d) 前記投与の後に、前記糖尿病感受性NODマウスから試験試料を得て；
e) 前記試験試料中のArntl2遺伝子の発現レベルを決定し；
f) (b)で決定されたArntl2遺伝子の発現レベルを、(e)で決定されたものと比較する
ことを含み、(b)と比較した(e)でのArntl2遺伝子の発現レベルの増加が、インスリン依存
性糖尿病耐性の増加に相関する、必要とする対象におけるインスリン依存性糖尿病の治療
又は予防に有効な化合物を同定する方法。
【請求項８】
　前記対照試料が、前記糖尿病感受性NODマウスの脾臓から得られる請求項7に記載の方法
。
【請求項９】
　前記試験試料が、前記糖尿病感受性NODマウスの脾臓から得られる請求項8に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記対照試料が、前記糖尿病感受性NODマウスの胸腺から得られる請求項7に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記試験試料が、前記糖尿病感受性NODマウスの胸腺から得られる請求項10に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記Arntl2遺伝子が、配列番号1の配列と少なくとも90%相同である請求項7～11のいず
れか1項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記Arntl2遺伝子が、配列番号1の配列と少なくとも95%相同である請求項7～12のいず
れか1項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記試料が、CD4(+) T細胞、CD8(+) T細胞、B細胞及びマクロファージからなる群より
選択される少なくとも1つの型の脾細胞を含む請求項7～13のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記決定が、定量PCRを含む請求項7～14のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記定量PCRが、配列番号11及び配列番号12で表されるプライマー対を用いる請求項15
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記定量PCRが、配列番号13及び配列番号14で表されるプライマー対を用いる請求項15
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記定量PCRが、配列番号31及び逆相補配列の配列番号32により表されるプライマー対
を用いる請求項15に記載の方法。
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